
2026年9月

ジャン
ル

Ｎｏ タイトル ねらい 内容
所要
時間

担当
グループ

1
脱炭素とＳＤＧｓ　３
Ｒとごみ・マイクロプ
ラスチック・食品ロス

適切な分別の大切さとごみを減らす生
活が地球温暖化防止・脱炭素につなが
ることを学ぶ　今問題のマイクロプラス
チックや「食品ロス」について、ＳＤＧｓの
目標とともに学ぶ

① ３Ｒや川崎市のごみ減量に向けた取り組みや分別（8分）
② 「食品ロス」と「マイクロプラスチック」の説明（各8分）
③ 事業者の取組むさまざまなリサイクル（8分）
④ ３Ｒカードを使った分別体験ゲーム(短縮版)　（10分）

約40分
3R推進

プロジェクト

2
ＳＤＧｓ　地球温暖
化とは～見て、触れ
て、感じて～

温暖化の仕組みを理解し、電気の使用
と二酸化炭素発生との関係を理解し、
SDGsとの関係を知り、自分や家庭でで
きる省エネ内容を考え、実行・継続する
キッカケとする

①温暖化の仕組み、世界・日本で起こっている異常現象等を
学び、自分にできる省エネ活動は何か考える
②エネルギーは疲れる！　手回し発電機で、エネルギーを作り
出す実験、更に電球の種類と二酸化炭素発生、電気代の違い
を実体験する

45分 省エネグループ

3

脱炭素とSDGを具
体的に衣食住につ
いてゲームやワーク
ショップで学ぼう！

エコライフの必要性を地球温暖化と
SDGsの関連で理解し、日常の生活の
なかで取り組める買いものを通して、脱
炭素社会、循環型社会、プラスチック
フリー実践へと導く

学校の要望に応じて、衣食住のそれぞれの分野に特化したり、
ワークショップ形式やゲーム形式、すごろく作りなど、内容をカス
タマイズする　具体的には衣食住のそれぞれの分野から、サス
テナブルファッション、食品ロス、地産地消、国産材活用、自分
たちが取り組める脱炭素やSDGsの取組の実践につなげていく

約40分

グリーンコン
シューマーグ

ループ
かわさき

4

カーボンフットプリン
ト・ゲームで学ぶ「か
わさきカーボンゼロ
チャレンジ２０５０」

食べる、住む、移動する、買う、遊ぶか
ら、二酸化炭素が発生している。どうす
れば、２０５０年に脱炭素を実現し、温
暖化を止めることができるか、ゲームを
通して学ぶ

①地球温暖化の仕組み、課題を学ぶ
②カーボンフットプリント・ゲームで、毎日の生活の中で、二酸化
炭素（CO2）を減らし温暖化を止める方法を学ぶ
③（２時限版）カーボン・フットプリント（二酸化炭素の足跡）で、
分野別CO2排出、国毎のCO2排出量を学ぶ

約40分
環境教育学習

プロジェクト

5
気候変動適応＜影
響に備える＞のミス
テリー（探求学習）

台風・水害、農作物への影響、熱中症
等、様々な気候変動の影響に気づき、
その問題に対応する「気候変動適応
策」について学び、出来ることを考えま
す

①ミステリーカードに書かれている「気候変動」は本当に起こっ
ているか、ワークシートで学びます
②その問題が身近なところでも起こっているか、また、どのような
対策があるか、何をしていくことが必要かを考えます

約40分
環境教育学習

プロジェクト

6
脱炭素・温暖化を
SDGｓ環境カードか
ら学ぶ

脱炭素・温暖化について、SDGｓの環境
についての目標カードから学び、クイズ
で知識を広げ、グループで話し合い、未
来を描き、できることを考え、実践活動
につなげていく

①脱炭素・SDGs、3R　（１０分）
②環境に関する目標６・７・１２・１３・１４・１５の説明（１３分）
③ ワークシートの説明　（２分）
④グループワーク　SDGsカードを手元に置きワークシート記入（９分）
⑤グループの発表　(９分)
⑥まとめ　(２分)
(2025年度川崎スマートライフスタイル大賞奨励賞受賞)

約4５分
3R推進

プロジェクト

7

気候変動対策から
ＳＤＧｓを学び、ＳＤ
Ｇｓへの取り組み実
践を考える

市内の様々な気候変動対策を知り、Ｓ
ＤＧｓの視点～複雑性、関係性、統合
性～を学び、脱炭素への提案から、ＳＤ
Ｇｓのゴールを目指して、出来ることを
考える

①世界で起こっている異常気象、温暖化の影響を知る
②市内の市民、企業、役所の様々な気候変動対策を知る
③生活を変えることが二酸化炭素削減につながることを学ぶ
④ＳＤＧｓの複雑性、関係性、統合生を学び、個人、家庭、地域
でできるＳＤＧｓ実践を考える

約40分
環境教育学習

プロジェクト

8

お日さまエネル
ギーを体験しよう
地球温暖化と自然
エネルギー

地球温暖化を止めるためには化石エ
ネルギーを再生可能エネルギーに変
える必要があることを知る。災害
時、停電時にも役立つ太陽光発電、
太陽熱利用を紹介する

地球温暖化の現状、2050年までにCO2を実質ゼロにする
必要があること、再生可能エネルギーの可能性を説明す
る
屋外で太陽光発電と太陽熱利用のソーラークッキングを
体験する。太陽光設置学校ではどれだけ発電して学校で
使われているかを説明する

約45分
ソーラーチー
ム

9
節電にみんなで取
り組もう！

電気の供給量と需要量の関係、なぜ
節電が必要かを理解してもらい、自
分や家庭でできる節電内容を考え、
実行・継続するキッカケとする

①節電の必要性を理解し、更に家庭での消費電力量を把
握し、自分たちで取り組む節電を考える
②エネルギーは疲れる！　手回し発電機で、エネルギー
を作り出す実験、更に電球の種類と二酸化炭素発生、電
気代の違いを実体験する

45分
省エネグルー
プ

10

水素が地球をすく
う！ー燃料電池と
はー～見て・触れ
て・感じて～

燃料電池とはどんなのものか、その
燃料電池の応用例から、燃料電池に
使う水素は、何故地球を救うことに
なるのか、未来を変えてくれる新し
い技術なのかを知り、新しいエネル
ギーの可能性を考えるキッカケとす
る

①電池の種類を学び、燃料電池の仕組みを学び、燃料電
池を知る
②燃料電池の応用事例を知り、川崎市のとりくみなど身
近に使われはじめていることを知る
③燃料電池に使う水素が、何故地球を救うことが可能な
のか、地球温暖化防止とどうつながるのかを考え、新し
いエネルギーの可能性を考えるキッカケとする
④燃料電池を作り、LED、電子オルゴールを作動させた
り、燃料電池自動車を走らせる体験をする

45分
省エネグルー
プ

11
脱炭素とエネル
ギー

地球温暖化と脱炭素について学び、
脱炭素のカギとなるエネルギーにつ
いて学ぶ機会をつくる市民の出した
ごみを焼却して出る熱・蒸気で発電
した電気を販売する「川崎未来エナ
ジー株式会社」の川崎市での役割と
市民生活の関わりについて学ぶ

①気候変動・脱炭素について（20分）
②電気のいろいろ・再生可能エネルギー電気とは何か？
学校など身近な再エネの導入事例からエネルギーの地産
地消など新しい電気の取組を学ぶ（20分）
③質問の時間（５分） 45分

川崎市地球温
暖化防止活動
推進センター
/川崎未来エナ
ジー株式会社

温
暖
化
・
脱
炭
素

S
Ｄ
Ｇ
ｓ

エ
ネ
ル
ギ
ー

環境出前授業プログラム一覧（１／２）
ごみの分別や3R、買い物や地産地消でできるエコ、地球温暖化・気候変動への世界、日本、川崎の取り組

みなどをテーマに、体験型やゲームで楽しみながら学べる多彩なプログラムを、市民活動グループ、川崎市

地球温暖化防止活動推進センターで実施しています。ぜひ、お気軽にお問い合わせください。
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12
脱炭素を目指そ
う！３Ｒカード
ゲーム

身近で使うものが不要になった
時、３つの「Ｒ」のどれにあたる
かを考え、環境やSDGｓとのつな
がりを確認する。適切な分別とご
み減量の重要さを知り、環境問題
に関心をもつ

①脱炭素と３Ｒの繋がり・川崎市のごみと地球温暖化
② ３Ｒカードを使っての分別体験ゲーム　グループで考
え、全員で共有する。（日常生活の中で出る廃棄物や身
の回りのものが３Ｒのどれに当てはまるかを考えること
で、３Ｒの実践力を養う）・ゲームとまとめ
(2025年度川崎スマートライフスタイル大賞奨励賞受賞)

約45分
3R推進

プロジェクト

13

ＳＤＧｓ　はっぱ
はえらい＝樹木と
二酸化炭素＝

温暖化の仕組みを理解し、木が地
球温暖化防止に役立っていること
から自然に関心を持ってもらい、
自分ができる内容を実行・継続す
るキッカケとする

①教室で温暖化の仕組みとはっぱの働きを学ぶ
②校庭に出て「わたしの木」を決めて幹回りを測定し、その木が
吸うCO2量を計算し、更にCO2を排出する家電・自動車などと
比較して、樹木/森林の役目（特に光合成）が温暖化防止に役
立っていることを理解してもらう

45分
省エネグルー

プ

14

五感を使って、生
きものと緑に親し
み、「フィール
ド・ビンゴ」で見
つけるネーチャー
ゲーム

学校敷地内や近くの森にいる、い
ろいろな生きものと緑を、見て、
聞いて、匂いを嗅いで、触って、
探して、普段気づかない豊かな自
然を五感で楽しみます

①ガイダンス、進め方、注意事項の説明(10分)
②学校敷地内、または近くの公園や森で、様々な生きも
の、緑を探して、五感を通した「記録」を行う(40分)
③振返り。地域の緑、自然への気付きにつなげる（10
分）
※オプション：緑のカーテン、植物の涼しさの秘密

約60分
＋移動
時間

環境教育学習
プロジェクト

15
生物多様性が危な
い！

身近な里山の豊かさについて知
り、地域の緑の現状について学ぶ
森や木の役割を知って、生物多様
性を守ることの大切さを学ぶ
生物多様性の危機の原因を考え
て、私たちの暮らしを見直す

①自然環境の中で森や木の役割と生物多様性についてス
ライドで学ぶ（20分）
②「生物多様性クイズ」での生物多様性の危機の原因に
ついて考えてみる（10分）
③緑地や里山の森や木の異変で生物多様性にどんな影響
があるかをみんなで話しあう（15分）

45分
川崎サバイバ

ル

16
給食の牛乳パック
は今どうなってい
るの？

学校給食の牛乳パックがどうなっ
ているか？リサイクルするために
はどうしたらよいのかを専門家の
情報を交え伝え、児童たちに考え
てもらう。脱炭素・SDGsの取組と
しても、有効な取組となります

①3R・脱炭素とは・川崎市の取組みとその必要性につい
て（10分）
②学乳パックは今どうなっているか（5分）
③牛乳パックはどのように作られているか？学乳パック
のリサイクルとその流れ（15分）
④川崎市のごみの現状と学乳パックのリサイクル（10
分）

約40分

3R推進プロ
ジェクト/グ
リーンコン
シューマーグ
ループかわさ
き/他

17

川崎の環境・エコ
への取り組みを学
ぶ（キャリア在り
方生き方教育）

川崎における公害克服、川の汚
染、環境対策、地球温暖化防止へ
の市民、事業者、行政の共生、協
働の取り組みを学び、郷土を大切
にすることを考える

①川崎の環境への取組の歴史、これからを学ぶ
②市民活動、企業、学校、市役所など、様々な環境への
取組みを知り、自分たち、家族で出来ることを考える
（実際に地域で環境に取り組む市民から、聞くことも
可）
※参考：環境副読本「わたしたちのくらしと環境」

約40分
環境教育学習
プロジェクト

18
「総合的な学習の
時間」、「探究学
習」への支援

導入・展開に資する種々のプログ
ラム提供、地域の市民・企業の環
境活動・社会貢献等の取り組み情
報の提供、学習進行への支援など

「水、川、地域の取り組み」「緑化の効用、地域の取り
組み」、「生物多様性」「学校施設の適正利用、省エ
ネ」
「市民、企業の環境への取り組みから将来の進路を考え
る」

応相談
環境教育学習
プロジェクト

19
「総合的な学習の
時間」のＳＤＧｓ
活用支援

ＳＤＧｓの17のゴールを提示しつ
つ様々な課題を解決するための情
報の提供と学習支援を行います
市内事業者・団体のＳＤＧｓの取
り組み紹介および学習進行の支援
をします。

環境問題だけでなく、平和人権・まちづくりなど多様な
視点を通じて、持続可能な社会を作るための支援を行い
ます
市内事業者・団体のＳＤＧｓの取り組み紹介なども行い
ます

応相談
川崎市地球温
暖化防止活動
推進センター

20
学校の教室や家は
なぜ夏は暑くて、
冬は寒いの？

地球温暖化の影響で、夏の最高気
温は上昇傾向です。「夏、暑い」
「冬、寒く結露で健康が心配して
いる」教室や住宅では、エアコン
をフル稼働させエネルギーを沢山
使っています。このような状態改
善する方法と地球温暖化対策を学
びます。

住宅における熱の出入りを示しています。夏は窓から
73％の熱が部屋の中に入ることで暑くなり、冬は53％の
熱が外に逃げることで部屋は温まりません。校舎の屋上
の断熱がきちんとされていないと、夏は太陽光で屋上は
熱せられ、その下にある教室ではエアコンが効かない状
態になっています。
このような悩みを切り口に、建築物の断熱の大切さ、熱
の伝わり方などを学習し、体験も含め学びます。

45分

川崎市地球温
暖化防止活動
推進センター
／ＡＧＷＨ

21
気候危機・防災に
スイッチオン！

地球温暖化とその影響を学び、ジ
ブンゴトとしてとらえる体験を行
う。ハザードマップを見ながら自
宅周辺と地域の状況を知る。防災
に対する備えを知り、災害時に役
立つ行動に繋がる体験をする。防
災対策の体験を通して、気候危機
と防災の知識と意識を高めます。

①気候危機の話（15分）
日常からの災害への備えを学ぶ（20分）
ハザードマップの見方や地域の話（15分）

②ワークショップ

防災リュックに何入れる？（20～40分）
新聞紙やラップの活用法・新聞紙工作（20～40分）
ローリングストックについて（15分）
※時間・内容についても相談可能

45分
×

2コマ

川崎市地球温
暖化防止活動
推進センター
/3R推進プロ
ジェクト
/MBA（みんな
で防災力アッ
プ）

22
日本と世界の気候
正義を考えよう！

地球温暖化・気候変動は「すでに
この地球上で起きている問題」で
あり、大きな被害をもたらしてい
ます。気候変動を人間社会全体や
人権に関わる問題として、その影
響や負担、責任や利益を公平・公
正に共有することを考えます。

①気候変動による移住・難民、差別、ジェンダー不平
等、貧困、先住民族、平和への影響を学びます(10分)
②グループワーク：それぞれのテーマについて、どう考
えるか、自分として何かが出来るかを話し合います。(25
分)
③グループワーク内容の共有の時間(5分)

約40分
環境教育学習
プロジェクト

川崎市地球温暖化防止活動推進センター

川崎市高津区溝口１－４－１　ノクティ２　１１階エレベーターホール前

電話０４４－８１３－１３１３　　ファックス０４４－３３０－０３１９

メール　office@kwccca.com

ホームページ　https://www.cckawasaki.jp/kwccca/

自
然

そ
の
他
・
全
般

環境出前授業プログラム一覧（２／２）
太陽光発電などの自然エネルギー、地球温暖化と電気、節電・省エネ、エネルギー、植物の働き・効用

などをテーマに、体験型やゲームで楽しみながら学べる多彩なプログラムを、市民活動グループ、川崎市

地球温暖化防止活動推進センターで実施しています。ぜひ、お気軽にお問い合わせください。

エコちゃんず

kwccca
で検索してみてください！


